
高校卒業後の希望進路を実現するために 

１ 上級学校への進学に向けて 

  選抜の種類及び日程 

   

 

 

 

 

  ・「総合型選抜」及び「学校推薦型選抜」では、前提条件として、高校での良好な出席日数、高い評

定等が求められる。面接試験、小論文やプレゼンテーション等では興味や関心、主体的に取り組

んだこと、身に付けた技術・能力、学習や活動の成果等を具体的に述べたり示したりすることが

求められる。 

  ・「一般選抜」では、学力試験が中心となる。必要な教科・科目等について、学校外で学習を深める

努力も必要である。 

 

２ 一般企業等への就職に向けて 

  就職活動でも、面接試験等で本人が主体的に何を学び、何を成し遂げたかが評価される。日頃の学

校生活と学びを大切にし、自身の成長を記録しておくことが役に立つ。 

 

３ 学習、委員会・役員・部活動等、資格・検定、課外活動等の記録について 

  手帳や「進路の手引き」等を活用し、高校三年間の学習や様々な活動について記録しておこう。ま

た、成果物は保存しておこう。応募書類の作成やプレゼンテーション等、進路活動では記録や成果

物が必要となる。 

 

選抜の種類 日程 

総合型選抜（旧ＡＯ入試）  ９月以降 

学校推薦型選抜 １１月以降 

一般選抜  １月以降 


